
令和８年度 品川区立旗台小学校 いじめ防止基本方針 

品川区立旗台小学校 生活指導部 

令和８年３月２６日改訂 

 

１ いじめ基本方針の策定目的 

いじめは、いじめを受けた児童の教育を受ける権利を著しく侵害し、その心身の健全な成

長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命、身体に重大な危険を生じさ

せるおそれがあるものであり、絶対に許されない行為である。 

こうしたいじめの根絶を目指し、「品川区いじめ防止対策推進基本方針」等に基づき、旗台

小学校ではいじめの未然防止、早期発見、早期対応に力を入れる。 

いじめ根絶に取り組むための対策を総合的かつ効果的に推進するための基本的な方針を定

める。 

 

２ 基本理念 

（１）いじめを許さない学校づくり 

教職員は、いじめ問題の解決を目指し、市民科の授業等を通して児童がいじめについて

深く考え、理解するための取組を充実させるとともに、児童会等による主体的な取組を支

援し、豊かな情操と道徳心を培い、児童がいじめは決して許されないことを自覚できるよ

う努める。 

（２）いじめについて相談しやすい体制づくり 

学校は、児童との日頃からの関わりを大切にするとともに、家庭との連携を密にするこ

とにより、児童からの相談を受けやすくしたり、保護者や地域及び関係機関等からの情報

提供を得やすくしたりするよう努める。 

（３）学校が一丸となって取り組む 

学校は、いじめ問題に適切に対応できるようにするため、年間３回以上の研修を実施

し、個々の教職員のいじめ問題に関する鋭敏な感覚と的確な指導力を高める。また、教職

員個人による対応だけではなく、教職員間における情報の共有化や共通認識による指導を

徹底するなど、学校全体による組織的な対応を行う。（週１回の『子どもを語る会』、月１

回実施する『旗台小学校いじめ対策委員会』、の実施） 

 

３ いじめの理解 

  （１）いじめの定義 

この基本方針において「いじめ」とは、学校に在籍する児童に対して、当該児童と一定

の人間関係にある他の児童等が行う心理的または物理的な影響を与える行為（インターネ

ットを通じて行われるものも含む）であって、当該行為の対象となった児童が心身の苦痛

を感じているものをいう。 

個々の行為が「いじめ」に該当するか否かの判断は、いじめを受けた児童の立場に立つ

ことが必要である。インターネット上で悪口を書かれた児童が、そのことを知らず心身の

苦痛を感じるに至っていない場合においても、いじめと同様に対応する。 

  （２）いじめの理解 

いじめはどの子どもにも、どの学校でも起こり得るものである。とりわけ嫌がらせや悪

口等の「暴力を伴わないいじめ」は多くの児童が入れ替わりながら被害も加害も経験す



る。また、「暴力を伴わないいじめ」であっても、何度も繰り返されたり多くの物から集中

的に行われたりすることで、「暴力を伴ういじめ」とともに、生命、心身または財産に重大

な危険を生じさせうる。加えていじめの加害・被害という二者関係だけでなく、学級等の

所属集団の構造上の問題、「観衆」としてはやし立てたり面白がったりする存在や、周辺で

暗黙の了解を与えている「傍観者」の存在にも注意を払い、集団全体にいじめを許容しな

い雰囲気が形成されるようにすることが必要である。 

  （３）いじめ重大事態の定義 

    〇いじめにより、本校に在籍する児童の生命、心身または財産に重大な被害が生じた疑

いがあると認めるとき。 

    〇いじめにより、本校に在籍する児童が相当の期間学校を欠席することを余儀なくされ 

ている疑いがあると認めるとき。 

 

４ いじめ防止等のための組織と教職員の責務 

いじめは、どの学校でもどの学級でも起こりうるという認識のもと、品川区、区教育委

員会、家庭、地域及びその他の関係機関と連携・協力し、日常的に未然防止に取り組むと

ともに、いじめを把握した場合には、速やかに解決する。とりわけ子どもの尊い命が失わ

れるようなことが決してあってはならず、早期発見、早期対応を基本として次のような取

組を推進する。 

（１）校内組織の設置 

学校はいじめ防止等に関する措置を実効的に行うための学校いじめ対策組織として、

「旗台小学校いじめ対策委員会」を置く。構成員は、管理職、生活指導主任、養護教諭

を中心とし、必要に応じて心理士、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカ

ーといった専門職や、学年主任、学級担任等が参画できるようにするなど、迅速な対応

可能となる柔軟な組織とする。 

  （２）「旗台小学校いじめ対策委員会」の体制 

     「旗台小学校いじめ対策委員会」は常設の組織とし、月１回定期的に開催するほか、

いじめの事案や重大性に応じて、適宜開催するものとする。いじめが疑われる行為の発

見やいじめの相談、通報があった場合にも速やかに開催できるようにする。 

  （３）教職員の責務 

     学校及び学校の教職員は、基本理念にのっとり、本校に在籍する児童の保護者、地域

住民、児童相談所その他の関係者との連携を図りつつ、学校全体でいじめの防止及び早

期発見に取り組むとともに、本校に在籍する児童がいじめを受けていると思われたとき

は、適切かつ迅速にこれを対処する責務を有する。 

 

５ 具体的な取組 

 学校は、保護者、地域及び関係機関と連携して、「未然防止」、「早期発見」、「早期対

応」、「重大事態への対処」の４つの段階に応じて、いじめの防止に向けた効果的な取組

を行う。 

   ア いじめの未然防止 

    ・学校全体に「いじめは絶対に許されない」という意識を高める 

    ・市民科学習等を通じて、人権を尊重する心情を育て、いじめをしない、させない、見

逃さないという資質・能力を育てる。 

    ・学校と保護者、並びに保護者同士の緊密な連携・協力を推進するため、家庭訪問や保



護者会、学校だより等で学校がいじめの未然防止に努める姿勢を示し、信頼関係を築

く。 

   イ いじめの早期発見 

    ・学級の様子と早期のいじめの実態把握を行うために、「いじめ Dアンケート（月１

回）」や「デイケン（毎日）」、「NiCoLi（年３回）」、「学校風土調査（年２回）」等のい

じめ諸調査の実施、および本校で週１回実施する「子どもを語る会」での情報共有と

対策の検討を行う。 

    ・児童がいじめを訴えやすいよう、校内での相談体制を整備し、保健室や相談室等を利

用できることを周知する。 

    ・スクールカウンセラーによる全員面談（５年）を意図的・計画的に実施し、その情報

を児童理解に生かす。 

    ・児童が直接相談できる様々な窓口について、定期的に周知（毎学期実施）する。 

   ウ いじめの早期対応 

    ・いじめを発見した場合、特定の教職員で抱え込まず、速やかに報告・連絡・相談を行

うとともに、管理職の指示のもと、組織的に対応する。 

    ・いじめられた児童およびいじめを知らせてきた児童の安全確保を行うとともに、教育

的配慮のもと、いじめた児童への指導を徹底する。 

    ・支援チーム等の関係機関と連携し、組織的な対応に努める。 

   エ 重大事態への対処 

    ・重大事態発生が発生した場合、学校は速やかに区教育委員会に報告するとともに、「旗

台小学校いじめ対策委員会」を開催し、事実確認を明確にするための調査を実施す

る。また、支援チームや警察等の関係機関との相談・連携のもと、迅速に対応する。 

・いじめられた児童の心のケアに努めるとともに、落ち着いて教育を受けられる環境を

確保する。 

    ・学校がいじめへの対応で判断に迷う場合や、児童および保護者が学校調査に納得して

いない場合等は、区教育委員会に相談のうえ弁護士等の助言を受けるなど、学校と区

教育委員会が連携して対応する。 

  

６ 学校・保護者・地域の連携・推進 

学校は、いじめが複雑化・多様化する中、いじめ問題を迅速かつ的確に解決できるよ

うにするため、品川区及び品川区教委育員会、保護者や地域住民、その他の関係機関と

の連携を強化し、社会全体でいじめ問題の解決に向けた取組を推進する。保護者は、そ

の保護する児童がいじめを行うことがないよう、当該児童に対して規範意識を養うため

の指導等に努めるとともに、当該児童をいじめから保護する必要がある。また、保護者

や地域住民は、いじめの情報を得た場合には、学校に速やかに連絡・相談するなど学校

によるいじめの防止等の取組に協力するよう努める必要がある。 

    ・学校だよりや保護者会等を活用し、「いじめ防止」の目的や取組について繰り返し周知

する。 

    ・教職員は常に児童を観察し、気になることがあれば保護者と情報を共有することで、

学校と家庭で児童を見守る。 

    ・本基本方針の改定案を旗台小校区教育協働委員会において示し、学識者及び地域・保

護者等より助言をいただきながら、毎年度見直しを行う。 

 



７ その他 

（１）いじめ発見から対応までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発見

報告

情報収集

事実確認

認知判断・

方針決定

支援・指導

経過観察

解消判断

再発防止

◎デイケン・いじめ Dアンケート等からの発見 

◎児童、保護者、地域住民からの相談・通報 

情報を得た教職員 

学級担任・学年主任・生活指導主任 

児童の安全確保 

いじめの即時停止 

校長・副校長 

聞き取りによる情報収集 

学校いじめ対策委員会 

事案報告・共通理解 

詳細調査方針・役割分担決定 

調査チーム編成 
学年主任・担任・生活指導主任・養護教諭 

事実の有無確認・認知判断 

指導方針・対応方針決定 

対応チーム編成 

管理職・生活指導主任・学年の教諭 

いじめ解消に向けた支援と指導 

解消条件による解消・継続判断 

（いじめ対策委員会を開催） 

（教育委員会の意見） 

保護者へのこまめな連絡 

再発防止のための改善 

児童への指導 

教育委員会（毎月報告） 

指導・助言・支援 

・PTA 

・旗台小校区教育協働委員会 

・警察 

・関係機関（他） 

旗台小いじめ対策委員会 

校長・副校長 

生活指導主任 

養護教諭 

該当児童学年主任 

該当児童学級担任 

スクールカウンセラー 

を基本の構成員とする 

＊教育委員会、保護者との連絡

を密にする。 

※緊急の場合には、状況に応じて

対応するため、本フローどおりに行

わないこともある。 



（２）いじめの未然防止および早期発見のための年間計画 

月 研修・会議等 未然防止の取組 早期発見の取組 保護者・地域との連携 

４

月 

・学校いじめ対策委員会発足 

・旗台いじめ防止基本方針の理解 

（４月３日職員会） 

・毎週、子どもを語る会を実施 

・区いじめ防止教育研修① 

・生活指導主任よりアンケ

ート等の共通理解 

・月初めの児童朝会にて校

長講話（いじめ） 

・MELOG の実施（３年・５

年） 

・デイケンの実施  

・いじめＤアンケ

ートの実施 

・１学期保護者会（４月１３

日）においていじめ防止基

本方針の周知 

・４月学校だよりにて保護

者・地域住民へ周知 

５

月 

・毎週、子どもを語る会を実施 

・学校いじめ対策委員会の実施 

・いじめ防止研修（１回目） 

・区いじめ防止教育研修② 

・いじめ予防授業の実施

（トリプルチェンジ１回

目） 

・月初めの児童朝会にて校

長講話（友達との関り 

 

・デイケンの実施 

・いじめＤアンケ

ートの実施 

・第１回校区協働委員会に

おいていじめ防止基本方

針の説明（時期未定） 

６

月 

・毎週、子どもを語る会を実施 

・学校いじめ対策委員会の実施 

・区いじめ防止教育研修③ 

・月初めの児童朝会にて校

長講話（言葉遣い） 

・クラスピの実施（低学

年）） 

・デイケンの実施 

・いじめＤアンケ

ートの実施 

・NiCoLi の実施 

 

７

月 

・毎週、子どもを語る会を実施 

・学校いじめ対策委員会の実施 

・月初めの児童朝会にて校

長講話（思いやり） 

・シンキングエラーカー

ド、学校風土向上カード

の実施（中・高学年） 

・デイケンの実施 

 

・第 2 回校区協働委員会開

催（現状報告） 

・個人面談にて保護者への

現状報告 

８

月 

・区いじめ防止教育研修④    

９

月 

・毎週、子どもを語る会を実施 

・学校いじめ対策委員会の実施 

・いじめ防止研修（２回目） 

・いじめ予防授業の実施

（トリプルチェンジ２回

目） 

・月初めの児童朝会にて校

長講話（挨拶） 

・デイケンの実施 

・いじめＤアンケ

ートの実施 

・第３回校区協働委員会開

催（現状報告） 

・保護者会にて基本方針の

確認、現状報告 

・９月学校だよりにて保護

者・地域住民へ周知 

１

０

月 

・毎週、子どもを語る会を実施 

・学校いじめ対策委員会の実施 

・区いじめ防止教育研修⑤ 

・月初めの児童朝会にて校

長講話（大人に相談） 

・デイケンの実施 

・いじめＤアンケ

ートの実施 

・学校風土調査の

実施 

 

１

１

月 

・毎週、子どもを語る会を実施 

・学校いじめ対策委員会の実施 

・区いじめ防止教育研修⑥ 

・月初めの児童朝会にて校

長講話（ふわふわ言葉） 

・デイケンの実施 

・いじめＤアンケ

ートの実施 

・第４回校区協働委員会開

催（現状報告） 

・個人面談にて保護者への

現状報告 

１

２

月 

・毎週、子どもを語る会を実施 

・学校いじめ対策委員会の実施 

・区いじめ防止教育研修⑦ 

・月初めの児童朝会にて校

長講話（振り返り） 

・デイケンの実施 

・NiCoLi の実施 

 

１

月 

・毎週、子どもを語る会を実施 

・学校いじめ対策委員会の実施 

・いじめ防止研修（３回目） 

・区いじめ防止教育研修⑧ 

・いじめ予防授業の実施

（トリプルチェンジ３回

目） 

・月初めの児童朝会にて校

長講話（友達との関り） 

・デイケンの実施 

・いじめＤアンケ

ートの実施 

・学校風土調査の

実施 

・第５回校区協働委員会開

催（現状報告） 

・１月学校だよりにて保護

者・地域住民へ周知 

２

月 

・毎週、子どもを語る会を実施 

・学校いじめ対策委員会の実施 

・区いじめ防止教育研修⑨ 

・月初めの児童朝会にて校

長講話（思いやり） 

・デイケンの実施 

・いじめＤアンケ

ートの実施 

・NiCoLi の実施 

・第６回校区協働委員会開

催（１年間の振り返り） 

・保護者会にて現状報 

 告、１年間の振り返り 

３

月 

・毎週、子どもを語る会を実施 

・学校いじめ対策委員会の実施 

・区いじめ防止教育研修⑩ 

・月初めの児童朝会にて校

長講話（振り返り） 

・デイケンの実施 

 

 



 


